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スタート早々に台風、大雨による被害が続いた２学期。さらには、コロナウィルス感染

症拡大の第７波、８波による影響と、教育計画の急な変更で保護者の皆様にはいろいろと

御迷惑をおかけしたのではないかと思います。御対応ありがとうございました。 

それでも、今年度は３年ぶりに子供たちだけでしたが町ぴかぴか活動を実施することが

できました。他にも校外学習、５年生の自然教室、６年生の修学旅行、そして南っ子発表

会と、予定していた主な行事を無事に行うことができました。 

日々の学習、生活の中でも、子供たちはそれぞれ目標を持って取り組み、大きく成長の

足跡を残したと感じています。これも、保護者の皆様、地域の皆様が支えてくださったお

陰と感謝しております。ありがとうございました。 

さて、２学期を締めくくる終業式では、子供たちに「挑戦することの大切さ」について

話をしました。一部を紹介します。 

・・・この２学期、みなさんは、どんなことに挑戦したのでしょうか。めあてをもって

いろいろな活動に取り組んだのではないでしょうか。 

～(中略)～ 

得意じゃないな、ということにも、友達と励まし合ってチャレンジしたのでしょう。

発表前は、上手にできるかな、大丈夫かな、と不安だった人もいたと思います。それを

乗り越えるために繰り返し練習し、そして大きな成果を上げることができました。 

苦手なこと、できないこと、人それぞれあると思います。やってみない限りできるよ

うになることはありませんね。この２学期、それぞれが自分を成長させようと挑戦して

きたこと、そしてみなさんの取組、がんばりを振り返ってみてください。・・・ 

本日、担任から子供たちに「のびゆく子」を手渡しました。子供たち一人ひとりの今学

期頑張ったこと、伸びたところ、今後努力してほしいところなどが記されています。これ

は、学校と家庭が連携し合って、効果的、継続的に指導・支援にあたるためのものです。

子供たちにとっては、保護者の皆様から頑張りを認めてもらうことが、何よりもうれし

く、励みになるものだと思います。ぜひ、２学期の頑張りをほめてあげてください。そし

て、来学期は、どんなところを頑張ればよいか、お子さんと次のめあてについて話し合っ

ていただけると、子供たちの意欲もさらに高まっていくものだと思います。 

最後になりましたが、今年１年間の本校の教育活動に様々な形で御支援、御理解、御協

力いただきました、保護者、地域の皆様には深く感謝申し上げます。誠にありがとうござ

いました。新しい年も引き続きよろしくお願いいたします。よいお年をお迎えください。 

（校長 松本昌之） 


